













































































































































































































































































































































































































































































































































































この地位は,日本国民の至高の総意に基 く」(The Emperor shall be the symbol―,derivilag his
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 31巻 第 2号 (1989)     289
position from the sovereign will of the geople)となっていた。これを衆議院で,「・いこの地位は,
主権の存する日本国民の総意に基 く」 (・・,der?ing his position from the will of the people with





























































































































































しかし「国政に関する権能」(POWers related to government)と「国事に関する行為」(Acts in
matters Of state)との区別は,日本語としては明瞭ではないが,英国の法諺「王は君臨すれども統
治せず」(The king reigns but not govens)などに鑑みれば,「国政に関する権能」は国の政治に

















































































































































































































































法学協会,前掲書,p.49及びGrafttu Dohna,Die staiatichen Symbole und der Schtz der Republik(Anschutz
und Thomd,Hand buch des Deutschen Staatsrechts,Bd,I S 200ff)
日本評論社,法律時報8月号,1964第36巻第9号通巻第419号p150
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 31巻 第 2号 (1989)     299
10細川哲七公民教育における天皇について,鳥取大学教育学部研究報告第■巻2号,1969,p29
1か 平岡典子,天皇の象徴的性格に関する一考察,1988,p.42,p.76
1)天皇が訴追されないという規定はどこにもない力ヽ 景政が卓=典範第21条により在任中訴追せら
―れないので,
天皇についても当然そのように考えるのが正当であろう。
l10 法学協会,注解日本国憲法,有斐閣;1951,p.68
10 大石義雄教授;憲法改正とその限界(公法研究8号)p.lo～15,憲法改正に限界なしとする根拠としては,憲
法は最高法規であって,その規定の間に上下はないこと,憲法以前の事実でも憲法に規定すれば法的事実と
なり改正の対象となること等々があげられている。
10 盛秀雄,天皇に関する憲法主要条項の解釈,経済研究20号pi52
(1989年8月31日受理)

